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日 本語教育部門活動報告 1 一 日 本語相談 一
(2009 年 4 月 ，_ 20 1 0 年 3 月 )
1 は じ め に
副 島健治
富 山 大学留学生 セ ン タ ー で は 2003 年度 よ り ， 昼休 み の 時 間 を 利 用 し て ， 日 本語教育部 門 の 専任教員
が ア ポ イ ン ト メ ン ト な し で， 留学生 か ら の 日 本語学習 に 関 す る 相談 を 受 け た り ， 日 本語 に 関 す る 質 問 に
答 え た り す る 「 日 本語相談」 を 行 っ て い る 。 こ の 「 日 本語相談」 は留学生 セ ン タ ー が教室外 で行 う 日 本
語学習支援 と し て ， 一定 の 効用 が あ る と 言 え る 。
2004 年度か ら は 夏期休業 中 も 「 日 本語相談」 を実施 し て お り ， 2009 年度 は 合計 28 回 の 「 日 本語相談」
を 実施 し た 。 以下， 2009 年度の 「 日 本語相談」 の 実施状況 に つ い て 報告す る 。
2 í 日 本語相談J の概要
2009 年度 の 「 日 本語相談」 の 実施概要 は 次 の 通 り で あ る 。
(1) 実施場所 : 留学生 セ ン タ ー 1 階談話室
(2) 実施 日 時 : 毎週水 曜 日 昼休 み (12 :00 - 13:00) 1 時間
(3) 実施 回 数 : 前期 (授業期 間 中) 12 回
夏期休業 中 4 回
後期 (授業期 間 中) 12 回
(4) 担 当 者 : 留学生 セ ン タ ー の 日 本語教育部 門 の 教員 4 人
3 í 日 本語相談J の実施状況
表 l は 2009 年度 に 実施 し た 「 日 本語相談」 の 所属 別 来談者数， 表 2 は そ の 相談 内 容別件数 を ま と め
た も の で あ る 。
「 日 本語相談」 を よ く 利 用 す る 留学生 の 「所属学部」 は 年度 に よ っ て 異 な る が， 2009 年度 は 人文学部
所属 の 留学生が最 も 多 く 「 日 本語相談」 を 利 用 し た。 人文学部 の 留 学生 に は授業で の 発表 や レ ポ ー ト の
提 出 が求 め ら れ る た め ， 表 2 に 見 ら れ る よ う に ， 相 談 内 容 も 「授業 に 関 連 し た 作文 や 論文 ( レ ポ ー ト )
の 添 削 な ど の 相談」 が最 も 多 く ， 全 体 の 4 割 強 ( 19 件) を 占 め た 。 し か し ， 相談者が持 っ て く る 課題
と 作文 な ど は教員 に と っ て も 初見 で あ る 場合が多 く ， 一つ一つ の 相談 内 容 は 比較的重 い の で， 時間 を 大
き く 取 っ て し ま い が ち で， 時 間 内 に 全員 の 相談 に 応 じ き れ な い場合 も あ っ た。
近年 の 「 日 本語相談J の 実施状況 と 比べ て み る と ， 今年度 は 来談者数や相談件数 が 少 な か っ た (表 3 ) 。
l つ の 理 由 と し て ， 今年度 の 場合 は 経済学部 の 留学生の 利用 が例年 に 比べ て 少 な か っ た と い う こ と が あ
る 。 経済学部 の 留学生が来談す る 場合 は ， 経済学研究科 の 大学院入試 に 小論文が課 さ れ る こ と か ら ， そ
の 対策 に 「 日 本語相談」 を頻繁 に 利用 す る 傾 向 が あ る か ら で あ る 。 小論文対策 に は 留学生 セ ン タ ー の ホ ー
ム ペ ー ジ に ， 留学生 の た め の 学習支援サ イ ト “ R A I C H O " が 開設 さ れ て お り ， こ の サ イ ト か ら 「 日
本語相談」 → 「小論文 の 書 き 方 コ ー ス 」 と た ど っ て い く と ， 小論文 の 書 き 方 の ポ イ ン ト な ど が示 さ れ て
お り ， 練習 の た め の 課題 も 提示 さ れ て い る 。 「 日 本語相談」 を 利 用 し て 具体的 な 指導 が 受 け ら れ る よ う
に 設計 さ れ て い る 。 (参照 : http ://tisc .isc .u-toyama.ac.jpjsoudanjshoron.html) 
上 に 述べ た よ う に ， 表 3 を 見 る と ， 2003 年度 の 開始以来， 2009 年度 は 最 も 少 な く な っ て い る よ う に
見 え る が， 必ず し も 「 日 本語相談」 の 活動 が低調 で あ っ た と 言 う こ と で は な い。
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表 1 所属別来談者数 (単位 : 人)
人文学部 人開発達科学部 経済学部 理学部
間 期 7 。 4 。
夏期休業期 間 。 。 。 2 
後 期 14 。 4 。
止仁』I 計 21 。 8 2 
表 2 相談件数 (単位 : 件)
相 談内容
大学院入試科 目 「小論文」 の 練習作文 の 添 削
授業 に 関連 し た 作文や 論文 ( レ ポ ー ト ) の 添 削 な ど の 相談
進学 ・ 就職活動 に 関連 し た 相談 (作文 の 添削 ・ 面接 の 練習 な ど)
日 本語学習 (文法 ・ 会話 ・ 語葉 ・ 漢字 ・ 発音 ・ 勉強法) に 関 す る 相談
手続 き に 関 す る 書類 (各種保険や注文書等) に つ い て の 相談
修学上 ・ 生活上 の 相談
そ の 他 ( 日 本事情 に 関 す る 質 問 ， 手紙の 添 削 ， 文献 の 探 し 方 ， そ の 他)
計
工学部 そ の 他
9 。
。 。
2 。
1 1  。
前期 ! 夏期 ! 後期
。 。 。
9 。 10 
。 。 。
6 。 10 
2 
1 
2 。 2 
20 2 24 
合計
20 
2 
20 
42 
計
。
19 
。
16 
4 
3 
4 
46 
※ 来談者数 と 相談件数 は必ず し も 一致 し な L 、 。
表 3 相談者数 ・相談件数の推移
2003 年度 I 2004 年度 I 2005 年度 I 2006 年度 I 2007 年度 I 2008 年度 I 2009 年度
55 人
55 件
57 人
60 件
52 人
57 件
4 r 日 本語相談J 担当教員 ミ ーテ ィ ン グ
46 人
47 件
59 人
60 件
77 人
86 件
42 人
46 件
※ 2004 年度か ら 夏期休業中 も 「 日 本語相談」 を実施。
2009 年度 の 「 日 本語相談」 を実施す る に 当 た り ， 担当 教員 が集 ま っ て ミ ー テ ィ ン グ を 実施 し た り ， メ ー
ル で必要事項 を 確認 し た り し て ， 円 滑 に 相談 が で き る よ う に し た 。
(1) 第 l 回 ミ ー テ ィ ン グ
日 時 : 2009 年 4 月 2 日 (木) 9 :30 � 10:00 
場所 : 共通教育棟 430 教室
内容 : 2009 年度 の 授業期 間 中 の 「 日 本語相談」 の 日 程 と 担 当 の 決定。 「 日 本語相談j 実施 の 広報 に
つ い て 。
(2) 第 2 回 ミ ー テ ィ ン グ
日 時 : 2009 年 6 月 30 日 (火) 12 :45 � 13 : 10  
場所 : 留学生 セ ン タ ー カ ウ ン セ リ ン グ室
内容 : 夏期休業期 間 中 の 「 日 本語相談」 の 日 程 と 担当 の 決定。 「 日 本語相談」 実施 の 広報 に つ い て O
5 終わ り に
今後 の 課題 と し て は ， 留学生や留学生 の ニ ー ズ の 多様化な ど に鑑み， 留学生 セ ン タ ー の 総合 的 な 日 本
語教育 の シ ス テ ム の 一環 と し て ， よ り 多 く の 留学生 た ち が 「 日 本語相談」 を 利用 で き る よ う に 工夫 し ，
広報活動や相談体制 の 在 り 方 に つ い て さ ら に 検討 し 充実 さ せ て い く こ と が必要で あ ろ う 。
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